
年 代 ６０代 

主な活動拠点 中播磨 
団体名 姫路こころのケアネットワーク／青山１０００人会 

氏名 岸岡 孝昭 

ＴＥＬ ０７９－２６６－３５２９ 

ＦＡＸ ０７９－２６６－３５２９  

連絡先 

E-mail kishioka@hera.eonet.ne.jp
活動の内容 
 

・ 2000年 4月から毎月一回「ふれあいの居場所作り」として、神
戸市長田区内の２箇所で「ふれあい絵てがみ教室」を開き現在

に至る。                         
・ ２０００年４月から毎月１回たつの市内の婦人科病院内で子育

て支援活動を開始。             
・ ２００２年４月から毎月一回姫路市の児童養護施設で「ふれあ

い絵てがみ教室」を開く。    
・ ２００２年４月から毎月一回地域で「子育て応援団」の活動を

開始。 
・ 中播磨・西播磨県民局管内等で子育て応援団として講演とか親

子あそびを提供する。  
・ ２００６年６月から地域で「安全で安心な街づくり」に関わる

ために「青山１０００人会」を設立し「こどもが主役のまちづ

くり」を目的に、通学路ウォーク・ワークショップ・親子自然

体験塾、親子サミット・クラフト作りをする。 
・ 親子福祉体験などなど住民のニーズにあった事業を展開する。

・ 絵てがみワークショップの実施。 
活動のきっかけ 
 

・ 阪神・淡路大震災後、被災者の生活からこころのケアまで物心

両面のサポート支援を開始。                

・ 地域内で起きた「青少年による野宿者の火炎瓶殺人事件」を地

域課題と捉え、地域住民が、何事にも関心を示して応援できる

ような人づくりと、若者から団塊世代まで緩やかに巻き込む居

場所づくりをし、「子どもが主役の地域づくり」に取り組む。 
活動の頻度 ・１週間に 2～3回 
活動してよかった

こと、困ったこと 
・ 色々な人との出会い。 
・ 活動がライフワークとなり生きがいになる。 
・ 子育て中の親やこどもに出会うことで元気がもらえる。 
・ 生活にメリハリが出来てこころが豊かになった。 
・ 様々なことに常に関心を示すように]なつた。 
・ 地域内活動をしていると、心ないことを言う人も中がおり、こ

ころが痛むこともあるがこれも有名税と受け流している。 
・ ボランティア活動に対する理解度が低いと感じる時がある。 
・ 先駆的、先進的な活動に対して、前例がない等と理解が得られ

ないことがある。 
・ 広報力に限界を感じることがある。 

思い出に残るエピ

ソード 
 

・ 「ありがとう」「ご苦労さん」「その折には、お世話になりまし

た」等々の言葉を、思いもよらぬところで掛けていただいたと

き。 

mailto:kishioka@hera.eonet.ne.jp


 
 

・ 子どもが「おじさん～」と街で声を掛けてかけてくれたとき。 

 
活動を始めたい人

へのアドバイス 

・ 地域ニーズを把握し、身近なところから自分の出来ることから

始めてみよう。他人のことは、気にしない鈍感力を持とう。形

にとらわれず、ゆるやかにゆっくり積み上げよう。活動には責

任が伴うことを認識しておこう。その上で、活動は継続しよう。

立ち上げる楽しさを味わおう。 
・ はじめは一人から、先ずは活動をはじめよう。 

 


